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   何をすべきか。            校長 奥 山 直 人 

 ラグビー日本代表のリーチ・マイケル選手を知っていますか？ 

2019 年ワールドカップ(以下 RWC)の主将をつとめていました。ラグビーは皆さんにと

って、あまり馴染みのないスポーツなのかもしれませんね。ボールは前にパスできず、

キックや自ら持って前に進み、相手陣地のゴールポスト奥のエリアにボールを接地させ

て得点を競うする競技です（1 トライ 5 点、その後のゴールキック成功 2 点、ペナルテ

ィキック成功 3 点）。 

 この前回大会にあたる 2015 年 RWC で世界ランキング 3 位の南アフリカを試合終了

間際に逆転で破る大金星を挙げました。過去 24 年間で一度も勝ち星のない日本が世界

から注目を浴びました。その理由は、勝ったことではなく試合展開にありました。終了

間際、日本は 3 点のビハインド(29－32)。そこで、相手ゴール前でペナルティを得ます。

最後のワンプレー。選択肢は２つ。同点となるペナルティキックを選ぶか、逆転を狙っ

てスクラムからのトライを選ぶか。結果は後者で、見事大逆転。 

 この逆転劇の背景にあるものはなにか。 

 このときのヘッドコーチの指示は、「キックで同点」だったそうです。しかし、選手が

選んだ選択は「スクラム」。ヘッドコーチは試合前に、リーチ主将に「最終的な判断はお

まえに任せる」と言っていたようで、リーチ主将は「RWC には勝ちに来た。同点という

頭はなかった」と。 

 かねてからリーチ主将は「主体性」をテーマに掲げ、ヘッドコーチらが打ち出した計

画を受動的ではなく、能動的にかみ砕き、共有するチームを目指してきたそうです。「主

体性」とは、「自らの意思・判断によって自ら責任を持って行動する態度や性質のこと」

をいいます。選手達は自分達で考え､判断し､共有しながら RWC に向け世界一過酷とい

われる練習を乗り越え、日本のラグビー史上に残る歴史的なトライを実現させました。 

 夏休みが終わり、前期後半、そして後期前半へとつながっていきます。学習や諸活動、

毎日の生活にあたっては、自らの意思・判断によって自ら責任を持って行動すること、

つまり「主体性」をもって取り組むことを期待し、大きな成長を見たいと強く思ってい

ます。 

※RWC 2023 はフランスで開催。日本はプール D(イングランド、アルゼンチン、サモア、チリ) 

 

 

 



 

 

 

 今日から前期後半が始まります。みなさんにとって、今年の夏休みは充実した夏

休みになったでしょうか。宿題を終えるのはもちろんのこと、今までの学習の総復

習をするなど、計画的な学習に取り組めましたか。8月 26日(金)に全学年を対象と

した学力テストがあります。そこで、その学習の成果が出ることを期待しています。 

 また、9月には、中学校の一大行事の学校祭があります。その学校祭に向けて、来

週から学校祭特別日課も始まります。（特別日課の時のスクールバスは 16:00 にな

ります。）ただ、コロナの感染状況によっては、どのような形での開催になるかは未

確定な部分もありますが、限られた時間の中で、計画的に作業を進め、最高の作品を

完成させてほしいと思います。何より友達と切磋琢磨しながら、最高の思い出をつ

くってほしいです。 

 

 

 

 

 夏休み中に、学習相談日として、1年生は 8月 2日(火)、2年生は 8月 9日(火)、

3 年生は 8 月 8 日(月)に設定し、当日は、学年の先生と学習相談員の中瀬先生が同

席して、夏休みの宿題や夏休み明けにある学力テストに向けてなど、それぞれ個人

個人が決めた学習内容に取り組みました。ちなみに、参加人数は、1年生３人、２年

生５人、３年生１３人でした。 

＜２年生の様子＞ 

 

 

 吹奏楽部は、8月 6日に行われた第 67

回空知地区吹奏楽コンクールで、見事銀賞

を獲得しました。夏休みにも暑い中、一生

懸命、練習に取り組んだ成果が結果となっ

て表れました。次は、学校祭での発表に向

けて、日々練習に励んでいます。学校祭当

日も素晴らしい演奏が聴けることを楽し

みにしています。 

＜吹奏楽部のメンバー＞ 

コンクール会場「まなみーる」前にて 



 

 

 

７月２７日（水）、妹背牛中学校の体育館にて、PTA研修会が実施しました。今年

の PTA研修は、講師の方を招いて、プリザーブドフラワーアレンジメントを行いま

した。 

プリザーブドフラワーは、生花や葉などをグリセリンが含まれている特殊な液に

浸して染色、排水、乾燥を経て作られます。そのプリザーブドフラワーには茎がない

ため、ワイヤーを使って茎を作ります。（ワイヤリング） 

 ワイヤリング後、フローラテープなどを用いてワイヤーを茎状に束ねていきます。

（テーピング） 

 最後に、ワイヤリング・テーピングした花材を土台に、自分の好きなようにバラン 

スよく挿していきます。参加した１５名の方たちは、ところどころ苦戦しながらも 

楽しく最後まで作業をしていました。できた作品については、学校祭の時に校内に 

展示する予定です。お楽しみに。参加した皆さん、お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3日（土）学校祭 

 5日（月）振替休業 

 6日（火）学校祭後片付け 

１０日（土）滝川ライオンズ旗（野球部） 

１４日（水）３年学力テスト（総合 A） 

      H-QU 

１５日（木）交通安全街頭指導日 

１８日（日）部活動中止（～２１日） 

２１日（水）前期期末テスト① 

２２日（木）前期期末テスト② 

      生徒会活動日 

 

＜中央は講師の先生＞ 

＜体育館にて、コロナ対策をしながらの製作＞ ＜制作後、参加者全員で記念撮影＞ 

＜中央は講師の先生＞ 



 

 

 
 本道においては、全国平均以上に少子高齢化及び核家族化が進展しており、一人
の介護者にかかる負担が増えているそうです。ケアラーとその家族を支えるため「北
海道ケアラー支援条例」も施行されました。ヤングケアラーも含めて、周知、理解を
深めていかなければと思いました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


